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問１．ド・モルガン則について

(a) 集合におけるド・モルガン則を何も見ないで書きなさい。

(b) 論理におけるド・モルガン則を何も見ないで書きなさい。

問２． 以下の関数が全単射であることを示しなさい。

(a) f : N → {0, 1},

f(x) =

{
0 (xが偶数)

1 (xが奇数)

(b) f : (0, 1) → [0, 1],

f(x) =


0 (x = 1/2)

1 (x = 1/3)

1/(k − 2) (x = 1/kかつ k = 4, 5, . . .)

x (x ̸= 1/k, k = 2, 3, . . .)

問３．鳩ノ巣原理とは以下のようなものです。

鳩ノ巣原理� �
k個の鳩の巣と k + 1羽の鳩がいるとき、少なくと 2羽の鳩が住んでいる鳩の巣がある。� �

鳩ノ巣原理を拡張したものが以下です。

拡張された鳩ノ巣原理� �
k個の鳩の巣と kl + 1羽の鳩がいるとき、少なくと l + 1羽の鳩が住んでいる鳩の巣がある。� �

設問 1. 「13人の人がいたら、同じ生まれ月の人が 2人いる。」ことを示しなさい。

設問 2. 「25人の人がいたら、同じ生まれ月の人が 3人いる。」ことを示しなさい。

問４．(おまけ)解かなくてもよい 8人の人がクリスマスパーティをしました。パーティの最初に周りの人たちと

乾杯でグラスを合わせました。各人が何人の人とグラスを合わせたのかは分かりません。このとき、「8人の中に

少なくとも、グラスを合わせた回数が同じ人が 2人いる。」ことを示しなさい。

問５．(おまけ)解かなくてもよい 「6人の人が集まると、必ず 3人の知り合いどうしか 3人の見知らぬどうしが

必ずいる。」ことを示しなさい。ただし、知り合いには一方向の知り合いはないとする。例えば Aさんが B さん

を知り合いと認識していれば、BさんもAさんを知り合いと認識している。またAさんがBさんを見知らぬ人と

認識していれば、Bさんも Aさんを見知らぬ人と認識している。そして、他人は必ず知り合いまたは見知らぬ人

に分けられる。例えば Aさんにとって Bさんは知り合いまたは見知らぬ人のいずれか一方に分類されている。　
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